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年
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出
羽
の
俳
僧
鹿
苑
舎
淋
山

二

村

　

博

は
じ
め
に

　

鹿
苑
舎
淋
山
は
、
文
化
期
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
）
に
武
蔵
蒲
生
、
文
政
・

天
保
期
（
一
八
一
八
〜
一
八
四
三
）
に
出
羽
国
で
活
動
し
た
俳
僧
で
あ
る
。
淋
山

に
つ
い
て
は
、
井
上
隆
明
氏
に
よ
っ
て
以
下
の
動
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
1
）

。

淋
山
は
、
出
羽
本
道
寺
（
山
形
県
西
村
山
郡
西
川
町
本
道
寺
）
の
僧
で
、
釈
宥

勝
。
本
名
は
長
賢
。
鹿
苑
舎
と
号
し
た
。
慈
恩
寺
（
山
形
県
寒
河
江
市
）
禅
林
坊

暁
喜
の
七
男
で
、
の
ち
普
明
房
と
改
め
る
。
慈
恩
寺
か
ら
武
州
修
行
に
出
て
、
文

化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
一
月
、
武
蔵
蒲
生
（
埼
玉
県
越
谷
市
）
光
明
院
か
ら

帰
郷
し
、
慈
恩
寺
宝
蔵
院
七
十
六
世
と
な
る
。
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
八
月

に
西
川
町
の
末
寺
本
道
寺
（
真
言
宗
寺
院　

明
治
以
降
は
湯
殿
山
神
社
）
に
移
っ

た
。
宝
蔵
院
時
代
の
文
化
十
四
年
（
一
八
一
五
）
四
月
十
六
日
、
乙
二
が
立
ち
寄

り
、
高
橋
国
村
（
武
蔵
蒲
生
の
人
。
巣
兆
の
秋
香
庵
号
を
継
承
。）
は
、
一
冬
杖

を
留
め
た
。
慈
恩
寺
は
天
台
・
真
言
両
宗
を
併
せ
た
慈
恩
宗
の
本
山
で
、
三
院
十

八
坊
か
ら
な
る
。
三
院
の
う
ち
新
義
真
言
宗
が
宝
蔵
院
と
花
蔵
院
。
天
台
宗
が
最

上
院
で
あ
っ
た
。
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）、
領
内
外
知
友
四
十
三
人
に
依
頼

し
た
句
に
、
自
ら
の
二
吟
を
加
え
た
句
額
を
慈
恩
寺
に
奉
納
し
て
い
る
。
文
政
十

二
年
（
一
八
二
九
）
十
一
月
、
新
庄
藩
主
戸
沢
氏
の
招
き
で
、
祈
願
所
の
真
言
宗

円
満
寺
（
山
形
県
新
庄
市
五
日
町
）
に
閑
居
し
た
。
支
度
金
二
十
両
、
絹
二
百
疋

（
一
疋
は
二
反
）
で
、
う
ち
十
両
は
寄
付
、
残
り
十
両
で
二
十
人
前
後
の
お
膳
を

作
り
、
実
家
に
預
け
た
と
い
う
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
弘
法
大
師
一
千
年
記

念
に
最
上
に
新
国
八
十
八
所
を
開
創
し
て
い
る
。
編
著
に
『
う
き
お
り
集
』（
文

化
十
二
年
八
月
刊　

挿
絵
随
斎
、
広
井
秀
石
刻
）、
巣
兆
追
善
集
『
星
の
林
』（
文

政
九
年　

秋
香
庵
国
村
校
、
挿
絵
菜
翁
）
が
あ
る
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十

一
月
二
十
六
日
没
。

　

福
島
県
会
津
美
里
町
の
田
中
文
庫
に
は
、
近
世
後
期
俳
人
か
ら
会
津
高
田
（
現

会
津
美
里
町
）
の
田
中
月
歩
に
宛
て
た
自
筆
書
簡
が
数
多
く
現
存
す
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
中
か
ら
淋
山
が
月
歩
に
宛
て
た
新
出
書
簡
十
三
通
と
国
村
書
簡
一
通
を

翻
刻
し
、
関
連
俳
書
等
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
執
筆
年
代
を
推
定
し
た
。
化

政
期
の
江
戸
三
大
家
（
夏
目
成
美
・
鈴
木
道
彦
・
建
部
巣
兆
）
と
称
さ
れ
た
巣
兆

に
師
事
し
た
淋
山
が
、
出
羽
俳
壇
に
お
い
て
俳
僧
と
し
て
活
動
し
た
実
態
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

一
、
武
蔵
蒲
生
在
住
時
代
の
淋
山
（
文
化
四
年
〜
文
化
十
二
年
）

　

淋
山
が
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
一
月
に
武
蔵
蒲
生
（
越
谷
市
）
か
ら
帰

郷
し
た
こ
と
は
、
井
上
隆
明
氏
の
調
査
に
言
及
が
あ
る
が
（
1
）

、
淋
山
が
ど
れ
ほ
ど
の

期
間
蒲
生
に
い
た
の
か
は
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
章
で

は
、
巣
兆
の
編
著
、
月
並
に
お
け
る
入
集
状
況
か
ら
、
淋
山
の
蒲
生
滞
在
時
期
を

探
る
こ
と
に
す
る
。
管
見
に
よ
る
最
初
の
俳
書
入
集
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇

九
）
の
春
興
句
を
収
録
し
た
『
玉
の
春
』
で
あ
る
。
巣
兆
は
文
化
十
一
年
（
一
八

一
四
）
十
一
月
十
七
日
に
五
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
が
、
淋
山
が
巣
兆
の
没
年
ま
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で
師
事
し
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
入
集
状
況
か
ら
判
明
す
る
。

　

巣
兆
の
編
著
に
お
け
る
淋
山
の
入
集
状
況

『
玉
の
春
』
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

　
　

干
葉
汁
の
ま
う
け
安
さ
よ
初
櫻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

『
仙
都
記
行
』　

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
秋
刊

　
　

竹
薮
へ
月
ハ
落
け
り
啼
か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

『
う
さ
ぎ
む
ま
』　

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
秋
刊

　
　

名
月
や
此
ご
ろ
出
来
し
艸
の
菴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

『
は
い
か
い
小
が
さ
ハ
ら
』
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
刊

　
　

難
波
津
や
舟
の
中
に
も
大
牡
丹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

『
木
実
あ
は
せ
』
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

　
　

杣
が
子
の
椎
実
溜
ま
る
ふ
く
べ
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

『
珠
の
市
』
文
化
十
一
年
春

　
　

春
風
や
田
の
隅
〳
〵
の
田
螺
殻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　

次
に
巣
兆
が
発
行
し
た
月
並
高
点
摺
を
み
て
み
よ
う
。
文
化
四
年
十
一
月
発
行

の
高
点
摺
に
「
ガ
マ
フ
（
蒲
生
）　

淋
山
」
の
作
品
が
み
え
、
末
尾
に
は
、「
卯
月

次
十
一
月
評　

百
余
吟
之
内
七
点
已
上
」
と
あ
る
。
百
数
句
寄
せ
ら
れ
た
句
の
う

ち
、
七
点
以
上
の
高
点
句
を
掲
載
し
た
摺
物
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
淋
山
は
文

化
四
年
（
一
八
〇
八
）
に
は
武
蔵
蒲
生
（
光
明
院
で
あ
ろ
う
）
に
お
り
、
巣
兆
の

月
並
に
投
句
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
下
、
巣
兆
の
晩
年
ま
で
意
欲
的
に

投
句
し
て
い
た
こ
と
が
入
集
状
況
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
便
宜
的
に
太
字
で
表
記
し

た
文
化
八
年
六
月
、
文
化
十
年
一
月
、
文
化
十
年
四
月
発
行
の
高
点
摺
で
は
、
上

位
三
人
の
勝
者
に
選
ば
れ
て
お
り
、
文
化
九
年
六
月
発
行
の
高
点
摺
で
は
催
主

（
取
り
ま
と
め
役
）
を
担
っ
て
い
る
。
蒲
生
在
住
時
代
の
淋
山
は
、
師
巣
兆
の
も

と
で
精
力
的
に
句
作
に
励
み
、
一
門
に
お
け
る
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

巣
兆
発
行
月
並
高
点
摺
に
お
け
る
淋
山
の
入
集
状
況

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
四
年
十
一
月

　
　

煤
は
き
や
黍
殻
垣
を
結
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
七
年
八
月

　
　

行
秋
や
矢
橋
を
あ
が
る
三
井
の
か
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　
　

菊　

行
秋　

先
月
追
加　

混
題

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
八
年
六
月

　
　

尼
達
の
掃
除
も
セ
話
し
萩
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

鶏
の
尾
や
風
に
お
し
た
つ
萩
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　
　

勝　

五
楼　

米
室　

淋
山　
　
　

兼
題　

萩　

う
づ
ら

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
八
年
七
月

　
　

照
月
や
汐
の
引
行
山
の
か
げ　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
九
年
一
月

　
　

サ
ゝ
□
サ
の
松
見
に
ま
こ
と
ひ
ば
り
啼
は　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

ワ
か
艸
に
甲
干
す
亀
の
な
ら
び
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
九
年
六
月

　
　

明
が
た
や
露
に
ふ
ミ
込
小
ま
ツ
原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　
　
　

淀
に
て

　
　

む
し
な
く
や
さ
や
〳
〵
寝
ず
に
十
三
里　
　
　
　
　

催
主　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
九
年
十
一
月

　
　

寒
梅
や
隣
を
と
へ
ば
坊
主
衆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

寒
梅
や
紺
屋
に
立
し
竹
も
が
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
一
月

　
　

松
葉
敷
し
庭
の
雪
解
の
箒
哉　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

　
　

人
気
な
き
比
叡
の
谷
間
や
⺇
巾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　

菜
畠
を
鶏
の
ふ
ミ
き
る
雪
げ
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　

遠
薮
の
松
に
入
日
や
⺇
巾　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　

（「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
九
年
十
二
月
題
追
刻
）

　
　

鶴
の
舞
初
空
遠
し
つ
く
ば
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山
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は
ま
弓
や
此
ご
ろ
出
来
し
違
棚　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　
　

勝　

竹
馬　

如
柳　

淋
山

　
　

鐘
つ
き
が
は
ヅ
む
ち
か
ら
や
雉
子
声　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
二
月

　
　

ひ
と
柏
枝
に
持
そ
ふ
ワ
ら
び
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
三
月

　
　

貒
（
ま
み
）の
住
穴
も
か
く
れ
て
ワ
か
ば
か
な　
　
　
　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

　
　

は
な
む
け
の
馬
も
往
る
や
閑
古
鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　

つ
な
ぎ
舟
昼
寝
の
人
に
か
ん
こ
鳥　
　
　
　
　
　
　
　

二
ノ　

ゝ

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
四
月

　
　

茶
セ
ん
売
入
来
る
里
や
紅
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

十
点

　
　

紅
の
花
湯
殿
参
り
の
頭
挿
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　
　
　

勝　

淋
山　

完
冲　

国
む
ら

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
五
月

　
　

哥
よ
ミ
が
艸
の
ま
く
ら
に
御
秡
哉　
　
　
　
　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
六
月

　
　

あ
さ
が
ほ
や
灸
を
す
へ
る
椽
の
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
七
月

　
　

鴈
啼
て
天
の
橋
立
過
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

駒
引
の
試
に
呑
湖
水
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
ノ
ゝ

　
　

僧
達
の
厂
聞
空
や
日
枝
お
ろ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
八
月

　
　

崩
た
る
塀
の
外
面
や
蔦
も
ミ
ぢ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

隣
か
ら
聾
を
ま
ね
く
新
酒
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

　
　

兼
好
の
筧
も
埋
む
紅
葉
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
九
月

　
　

こ
が
ら
し
に
田
鶴
吹
戻
す
磯
辺
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
十
月

　
　

つ
り
〳
〵
と
鳥
の
并
居
る
氷
か
な　
　
　
　
　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

「
秋
香
庵
月
並
高
点
摺
」
文
化
十
年
十
一
月

　
　

筏
士
の
飯
に
日
の
さ
す
枯
野
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

鴬
ハ
□
か
げ
な
り
し
び
わ
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　

淋
山
の
武
蔵
滞
在
は
少
な
く
と
も
文
化
四
年
か
ら
十
二
年
ま
で
の
九
年
間
あ
っ

た
。
そ
し
て
淋
山
は
、
巣
兆
が
没
し
た
翌
年
の
文
化
十
二
年
に
出
羽
国
慈
恩
寺
宝

蔵
密
寺
（
山
形
県
寒
河
江
市
）
に
帰
郷
し
て
い
る
。
そ
の
置
き
土
産
と
し
て
刊
行

し
た
の
が
『
浮
織
集
』（
文
化
十
二
年
八
月
刊　

淋
山
編
）
で
あ
る
。
そ
の
経
緯

は
蒲
生
の
高
橋
国
村
が
述
べ
て
い
る
（
以
下
、『
浮
織
集
』
の
引
用
箇
所
は
東
京

大
学
知
十
文
庫
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
筆
者
が
翻
刻
し
た
も
の
。
句
読
点
、
濁
点
、
括

弧
の
私
注
を
適
宜
加
え
て
い
る
。）。

　
　

古
人
菜
翁
（
巣
兆
）
浮
お
り
集
序
辞
目
録
の
趣
向
を
得
て
、
終
に
果
さ
ず
茲

に
鹿
苑
舎
の
宥
勝
僧
都
こ
の
心
ざ
し
無
下
に
せ
む
事
を
か
な
し
ミ
、
今
年
出

羽
の
国
最
上
な
る
慈
恩
寺
山
寶
蔵
密
寺
に
移
転
の
次
手
、
こ
れ
を
留
別
の
置

土
産
に
せ
む
と
撰
者
に
か
は
る
。
さ
れ
ば
め
で
た
き
無
為
の
浄
国
に
な
き
魂

も
遊
な
ん
事
を
よ
ろ
こ
び
あ
ひ
ぬ
。
け
ふ
草
稿
の
筆
と
り
、
ワ
れ
に
ゆ
る
さ

れ
た
れ
ば
、
事
の
あ
ら
ま
し
肩
骨
を
鳴
ら
し
て
拐
に
は
こ
ぶ
と
云
。

　
　
　
　

埼
た
ま
の
国
村
書

　

『
浮
織
集
』
は
、
巣
兆
生
前
の
編
集
意
図
を
継
承
し
て
、
淋
山
が
撰
者
と
な
っ

て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
淋
山
は
、
師
の
巣
兆
が
文
化
十
年
に
執
筆
し
て
い
た

序
文
を
同
書
の
巻
頭
に
掲
載
し
て
い
る
。
巣
兆
序
文
は
以
下
の
通
り
。

　
　

我
が
隣
〳
〵
は
垣
根
あ
ら
ハ
に
て
、
藤
豆
唐
黍
の
葉
ず
ゑ
の
露
を
結
べ
る
に

賤
機
お
れ
る
綾
竹
の
音
の
ミ
常
に
声
し
て
、
紡
績
の
車
ハ
榻
（
し
じ
）の

は
し
か
き
な

ら
ね
ど
、
白
足
行
歌
と
歟
詠
せ
る
機
足
の
か
げ
ろ
ひ
四
ツ
目
垣
の
ひ
ま
よ
り

を
り
〳
〵
に
覗
く
ぞ
ワ
り
な
き
。
す
べ
て
爰
ら
の
織
も
の
ハ
等
閑
の
ゆ
ふ
機
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の
ミ
に
て
さ
し
ぬ
き
さ
ま
で
む
つ
か
し
き
に
も
あ
ら
ず
、
い
つ
ぞ
や
上
野
の

国
桐
生
と
い
ふ
処
に
ま
か
り
て
ぞ
始
て
高
機
立
る
や
う
を
も
見
侍
り
き
。
そ

こ
に
て
ハ
紗
綾
ち
り
め
ん
、
縀
子
、
繻
子
、
繻
ち（

珍

）ん
ま
で
も
お
の
が
さ

ま
〴
〵
織
出
め
り
。
そ
の
織
屋
に
ハ
見
る
目
も
か
ひ
高
き
ば
か
り
に
五
百
機

立
て
、
高
き
と
こ
ろ
に
人
の
ぼ
り
て
さ
ま
〴
〵
に
綾
を
と
る
。
そ
れ
を
下
な

る
織
手
の
拍
子
合
て
さ
し
ぬ
き
、
さ
す
れ
ば
峯
の
あ
ら
し
も
袖
に
積
れ
る
や

う
に
て
花
も
紅
葉
も
そ
れ
が
ま
に
〳
〵
浮
あ
ら
ハ
れ
て
今
の
世
の
人
の
工
ミ

と
も
覧
ざ
り
し
が
、
錦
を
さ
ら
す
庭
の
け
し
き
所
か
は
る
な
ら
ひ
、
ま
た
格

別
な
り
。
あ
ハ
れ
い
に
し
へ
の
先
達
の
言
葉
に
和
歌
ハ
浮
お
り
の
や
う
に
て

こ
そ
あ
れ
と
侍
り
し
が
、
こ
れ
に
よ
せ
て
案
る
に
、
い
か
で
和
歌
の
ミ
な
ら

む
や
。
誹
か
い
も
ま
た
し
か
な
り
け
る
。
わ
づ
か
に
キ
リ
ハ
タ
リ
の
ひ
ゞ
き

の
中
に
浮
〳
〵
と
し
た
る
吟
も
是
又
出
来
ら
ん
事
、
た
と
へ
ば
か
の
高
機
立

る
如
く
前
後
の
つ
り
合
胸
あ
は
ぬ
か
た
綾
に
て
ハ
よ
き
織
紋
の
出
べ
き
や
う

も
侍
ら
ず
。
か
み
も
し
も
ゝ
彦
星
の
ふ
た
つ
双
て
お
は
す
や
う
に
て
こ
そ
さ

へ
〴
〵
し
き
お
り
か
た
も
出
来
べ
け
れ
。
い
で
や
そ
の
浮
お
り
の
ね
が
は
し

け
れ
ば
と
頃
日
我
が
唐
黍
の
下
に
も
あ
か
ら
さ
ま
の
高
機
立
て
余
所
の
庭
見

ぬ
撫
子
の
手
つ
き
に
せ
ば
や
と
思
の
外
さ
て
織
出
て
見
れ
ば
、
綾
瀬
川
あ
や

し
き
景
の
か
た
よ
り
に
な
り
て
、
賤
が
お
だ
巻
く
り
か
へ
し
〳
〵
見
る
ほ
ど

に
、
な
ほ
糸
屑
ハ
た
か
り
け
る
。
さ
れ
ど
事
の
果
ざ
る
ハ
機
を
断
に
ひ
と
し

と
も
い
へ
り
け
れ
ば
、
唯
こ
の
ま
ゝ
の
ふ
と
お
り
も
て
な
ま
じ
ひ
に
か
た
は

ら
の
市
人
に
ひ
さ
ぐ
事
と
ハ
な
れ
り
。

　
　
　
　

文
化
十
年　
　
　
　

秋
香
菴
巣
兆

　

『
浮
織
集
』
の
書
名
は
巣
兆
が
上
野
国
桐
生
に
赴
き
、
高た
か

機は
た

（
空そ
ら

引ひ
き

機は
た

。
一
人

が
織
機
の
上
に
座
っ
て
経た
て

糸い
と

を
引
き
上
げ
、
も
う
一
人
が
緯よ
こ

糸い
と

を
通
し
て
織
り
上

げ
る
。）
を
見
た
こ
と
が
契
機
に
な
っ
て
い
た
。
巣
兆
の
桐
生
訪
問
年
代
は
今
の

と
こ
ろ
特
定
で
き
な
い
が
、
様
々
な
織
紋
を
紡
ぎ
出
す
浮
織
の
よ
う
に
多
彩
な
句

集
を
編
集
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
趣
向
と
し
て
「
織
紋
目
録
」
を
掲

げ
、「
花
」、「
鳥
」、「
月
」
な
ど
の
項
目
に
分
け
て
三
句
ず
つ
を
配
し
て
い
る
。

『
浮
織
集
』
の
入
集
者
は
当
代
著
名
人
を
含
む
広
範
囲
に
及
び
、
名
古
屋
の
塊

翁
・
不
転
、
岡
崎
の
卓
池
、
京
都
の
其
成
・
蒼
虬
、
浪
花
の
長
斎
、
近
江
の
千

影
、
伊
勢
の
椿
堂
、
足
利
の
麦
茂
、
桐
生
の
月
鴻
、
上
毛
の
鹿
太
・
鷺
白
、
蒲
生

の
語
竹
、
諏
訪
の
素
檗
・
若
人
、
常
陸
の
李
尺
・
渾
堂
、
上
田
の
雲
帯
・
如
毛
、

秋
田
の
野
松
・
巴
陵
、
南
部
の
素
郷
・
平
角
、
仙
台
の
曰
人
、
本
宮
の
冥
々
、
会

津
の
如
髪
、
出
羽
の
怡
雲
、
江
戸
の
寥
松
・
成
美
・
一
峨
・
護
物
、
下
総
の
雨

塘
・
太
筇
・
李
峰
・
素
月
尼
な
ど
の
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。
淋
山
は
「
雲
鳥
」

の
項
目
に
以
下
の
句
が
あ
る
。

　
　

鴈
が
ね
や
筑
波
へ
さ
ハ
る
雲
の
脚　
　

ガ
マ
フ　

淋
山

　

末
尾
を
締
め
く
く
る
の
は
「
鶴
亀
」
の
項
目
で
、
巣
兆
高
弟
の
国
村
と
巣
兆
の

句
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

蕣
に
は
や
聞
鶴
の
遠
音
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

国
村

　
　

梅
が
香
や
お
も
へ
ば
寝
た
る
亀
の
う
へ　
　

古　

巣
兆

　

次
に
、「
さ
る
綾
機
の
数
多
く
品
切
の
あ
れ
ば
そ
れ
に
四
季
の
染
（
そ
め
い
れ
）
入
縫
（
ぬ
い

箔は
く
）（
模

様
加
工
）
の
も
や
う
を
そ
へ
て
せ
つ
か
く
俳
か
い
賣
と
ぞ
い
は
れ
け
る
。」
と
述

べ
て
「
織
紋
目
録
」
以
外
の
句
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
は
江
戸
の
道
彦
・

完
来
・
午
心
、
上
毛
の
紅
碩
、
京
都
の
雪
雄
、
陸
奥
の
雨
考
、
与
人
ら
の
作
品
が

み
え
、
一
茶
の
「
姨
捨
の
く
ら
き
中
よ
り
清
水
か
な　

シ
ナ
ノ　

一
茶
」
も
入
集

す
る
。
こ
の
句
は
『
十
家
類
題
集
』（
寛
政
十
一
年　

八
千
坊
屋
烏
編
）
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
旧
作
で
、『
浮
織
集
』
の
た
め
に
一
茶
が
寄
せ
た
句
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
巻
末
の
一
句
は
、「
光
明
精
舎
を
立
出
る
宵　

留
別
」
と
前
書
し
て
、

淋
山
の
「
椎
の
木
や
秋
風
ふ
く
も
知
ら
ぬ
顔
」
で
締
め
く
く
り
、
随
斎
（
成
美
）

に
よ
る
糸
車
と
糸
を
紡
ぐ
女
性
の
画
を
配
し
て
い
る
。

　

師
巣
兆
の
知
名
度
、
高
弟
国
村
の
支
援
も
あ
り
、
淋
山
が
武
蔵
へ
の
置
土
産
と

し
て
編
集
し
た
『
浮
織
集
』
は
、
当
代
著
名
人
を
網
羅
し
た
一
冊
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
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二
、
出
羽
帰
郷
後
の
淋
山
（
文
化
十
二
年
〜
天
保
八
年
）

　

出
羽
帰
郷
後
の
淋
山
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
十
一
月
か
ら
慈
恩
寺
（
山

形
県
寒
河
江
市
）
宝
蔵
院
七
十
六
世
と
な
り
、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
八
月

に
は
本
道
寺
（
山
形
県
西
村
山
郡
西
川
町
本
道
寺　

現
本
道
寺
口
之
宮
湯
殿
山
神

社
）
に
移
っ
た
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
十
一
月
に
は
円
満
寺
（
山
形
県
新

庄
市
五
日
町
）
に
閑
居
し
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一
月
二
十
六
日
に
没
し

て
い
る
（
1
）

。
本
稿
で
紹
介
す
る
十
四
通
の
新
出
書
簡
（
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し

た
）
は
、
本
道
寺
時
代
の
十
三
年
間
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
が
中
心
で
、
会
津
美

里
町
の
田
中
文
庫
が
所
蔵
す
る
。

　

淋
山
書
簡
の
受
取
人
、
田
中
月
歩
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
月
歩
は
会
津
高

田
の
人
。
通
称
昌
之
進
。
字
は
東
昌
。
弱
冠
に
し
て
郷
学
の
師
と
な
っ
た
。
多
才

な
人
で
兵
学
・
篆
刻
・
書
画
・
医
方
・
茶
道
・
瓶
花
・
鉄
筆
を
嗜
ん
だ
。
俳
諧
は

京
都
の
闌
更
門
と
い
わ
れ
る
が
、
行
脚
俳
僧
の
瓜
坊
を
介
し
て
の
も
の
で
あ
ろ

う
。
老
後
は
遼
来
山
人
、
ま
た
再
児
と
号
し
た
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月

二
十
日
没
、
七
十
六
歳
。
高
田
の
竜
興
寺
に
葬
る
。
墓
碑
銘
は
安
積
艮
斎
。
追
善

集
に
『
袖
塚
集
』（
天
保
十
年　

士
由
編
）
が
あ
り
、
同
書
の
士
由
跋
に
は
、「
翁

名
は
慎
、
字
は
久
和
、
は
じ
め
叢
竹
庵
草
蘿
と
号
し
、
後
月
歩
と
改
む
。」
と
あ

る
。「
草
蘿
」
か
ら
「
月
歩
」
に
改
号
し
た
の
は
文
化
八
年
〜
十
三
年
頃
で
、『
信

夫
山
』（
関
本
巨
石
追
善
集　

文
化
七
年　

如
髪
編
）
に
「
ぱ
ら
〳
〵
と
霰
も
て

来
て
月
夜
哉　

高
田　

草
蘿
」
と
草
蘿
号
で
入
集
し
て
い
る
。『
河
上
集
』（
文
化

十
四
年
序　

如
髪
編
）
に
は
、「
去
年
の
夏
再
三
（
会
津
柳
津
の
人
）
亭
に
遊
ぶ
」

と
前
書
し
た
「
月
と
い
ひ
川
と
い
ひ
此
納
涼
哉　

如
髪
」
の
句
と
並
記
し
て
「
稲

妻
の
落
合
に
け
り
只
見
川　

月
歩
」
の
句
が
あ
る
の
で
、
文
化
十
三
年
夏
に
は
月

歩
と
名
乗
っ
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
十
四
通
の
新
出
書
簡
は
す
べ
て
「
月

歩
」
宛
で
あ
る
か
ら
、
文
化
十
四
年
以
降
の
出
羽
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

『
河
上
集
』（
文
化
十
四
年　

如
髪
編
）
に
は
淋
山
の
「
芦
の
家
に
は
づ
ミ
の
つ

き
し
若
葉
哉　

本
道
寺　

淋
山
」
も
入
集
す
る
。
編
者
の
如
髪
は
以
下
に
紹
介
す

る
新
出
書
簡
に
も
た
び
た
び
そ
の
名
が
み
え
る
が
、
月
歩
と
と
も
に
化
政
期
会
津

俳
壇
の
双
璧
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
。
如
髪
は
陸
奥
国
喜
多
方
小
田
付
村
の
人
。

本
名
関
本
直
房
。
通
称
與
次
兵
衛
。
別
号
に
市
中
軒
、
睡
翁
、
六
種
園
。
関
本
家

は
越
前
屋
を
屋
号
と
す
る
商
家
で
あ
っ
た
。
健
脚
で
旅
を
好
み
、
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
冬
か
ら
翌
年
ま
で
江
戸
か
ら
東
海
道
を
経
て
京
都
に
訪
れ
て
い
る
。
帰

路
に
は
仙
台
ま
で
北
上
し
た
。
文
化
十
四
年
一
月
に
は
再
び
関
西
に
旅
立
ち
、
尾

張
、
伊
勢
、
京
、
大
坂
、
伊
賀
を
巡
っ
て
、
帰
り
に
信
濃
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
（
2
）

。

淋
山
が
『
如
髪
集
成
染
筆
帖
』（
群
馬
県
立
女
子
大
学
蔵
）
に
染
筆
す
る
の
は
文

化
十
四
年
以
降
の
こ
と
で
、

　
　

焼
ミ
そ
に
茶
漬
の
あ
ぢ
や
閑
子
（
古
）

鳥　

鹿
苑
舎　

淋
山

の
揮
毫
が
確
認
さ
れ
る
。
如
髪
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
十
五
日
没
、

八
十
一
歳
。

　

以
下
、
新
出
書
簡
を
推
定
年
代
順
に
紹
介
す
る
。
尚
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
便

宜
的
に
人
名
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
し
、
濁
点
等
は
適
宜
補
っ
た
。

１　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
一
、
二
年
一
月
十
七
日
（
推
定
）

　
　
　
　
　

印　

羽
州
湯
殿
山

　
　

如
髪
君
ゟ
御
達
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　

会
津
高
田
駅

　
　

田
中
昌
之
進
様　

本
道
寺

　
　
　
　
　
　

雅
用　
　
　
　
　

（
包
紙
）

　
　

梅
柳
之
召
賀
芽
出
た
く
奉
存
候
。
益
御
安
康
御
越
年
奉
萬
福
候
。
愚
子
無
為

加
歳
い
た
し
候
条
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
旧
冬
清
林
帰
山
之
節
は
御
懇

書
殊
ニ
摺
も
の
暦
な
ど
御
恵
ミ
下
さ
れ
御
懇
切
忝
奉
存
候
。
扨
又
去
夏
中
は

御
信
（
親
）

切
ニ
御
尋
被
下
候
所
睦
々
御
雅
談
不
承
残
念
于
今
難
忘
奉
存
候
。
此
節

①
國
村
子
事
下
向
い
た
し
同
居
罷
在
六
、
七
年
滞
留
之
積
ニ
候
間
、
何
卒
当

夏
な
ど
御
見
合
②
如
髪
君
御
同
道
被
下
御
来
駕
之
程
奉
待
候
。
尤
七
月
相
除

き
前
後
に
永
く
御
滞
留
之
思
召
ニ
て
御
光
臨
可
被
下
候
。
心
事
其
節
申
述
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候
。
余
は
期
永
日
之
時
候
。
頓
首
。

　
　
　

正
月
十
七
日　
　
　
　
　

淋
山

　
　

月
歩
様

　
　

そ
れ
鷹
に
餌
壷
叩
く
や
春
の
風

　
　

三
里
来
し
馬
に
逢
け
り
朝
霞

　
　

て
り
あ
が
る
空
や
舞
寉
啼
雲
雀

　
　

う
き
旅
の
思
ひ
い
で
け
り
若
な
時

　
　

右
高
評
奉
待
候
。
去
冬
御
聞
下
さ
れ
候
玉
詠
、
何
れ
も
お
か
し
く
感
吟
仕

候
。
以
上
。

　
　

①
國
村
―
武
州
蒲
生
の
人
。
巣
兆
の
高
弟
。

　
　

②
如
髪
―
喜
多
方
小
田
付
村
の
人
。
関
本
與
次
兵
衛
。
別
号
に
市
中
軒
、
睡

翁
、
六
種
園
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
十
五
日
没
、
八
十
一
歳
。

　

本
書
簡
に
よ
れ
ば
、
武
蔵
の
国
村
は
出
羽
の
淋
山
の
も
と
に
来
て
六
、
七
年
滞

在
す
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
述
を
手
が
か
り
に
本
書
簡
執
筆
年

代
を
推
定
す
る
た
め
に
は
、
巣
兆
十
三
回
忌
追
善
集
『
星
の
林
』（
文
政
九
年　

淋
山
編
）
の
淋
山
に
よ
る
自
序
を
読
み
解
く
必
要
が
あ
る
（
以
下
、『
星
の
林
』

の
引
用
箇
所
は
早
稲
田
大
学
蔵
本
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
を
筆
者
が
翻
刻
し
た
も
の
。

傍
線
・
カ
ギ
括
弧
・
括
弧
の
注
・
濁
点
は
筆
者
が
便
宜
的
に
付
し
た
）。

　
　

斯
る
題
号
し
た
る
は
亡
師
巣
兆
自
筆
の
日
稿
に
て
海
士
の
よ
り
蓑
樵
夫
の
斧

曲
ま
で
洩
さ
ず
し
る
せ
る
を
、
さ
き
に
国
む
ら
本
道
寺
に
遊
ぶ
の
頃
、
旦
に

ゆ
ふ
べ
に
手
も
と
放
さ
ず
翫
ぶ
も
の
か
ら
、
帰
国
に
至
り
て
方
丈
に
残
し
置

ぬ
。
予
も
ま
た
知
己
の
手
ぶ
り
の
懐
し
さ
に
間
が
な
透
が
な
こ
れ
を
開
て
居

士
が
在
世
の
い
さ
お
し
（
勤
勉
）
を
思
ふ
に
「
遠
く
か
ら
見
て
は
置
れ
ぬ
」

（「
遠
く
か
ら
見
て
は
お
か
れ
ぬ
桜
か
な　

巣
兆
」）
と
賞
美
の
さ
く
ら
も
あ

え
な
き
風
に
誘
は
れ
、
世
を
い
そ
ぐ
あ
り
さ
ま
眼
前
に
、「
菴
を
出
て
雪
よ

り
白
し
け
し
の
花
」（
巣
兆
の
句
）
の
も
ろ
く
は
か
な
き
た
め
し
も
と
か
く

申
出
ら
れ
侍
る
。
本
有
常
住
の
月
を
胸
中
に
澄
し
往
因
の
酬
（
む
く
）ひ
も
な
ど
か
悟

ら
ざ
ら
め
。
か
く
世
を
厭
ふ
の
こ
ゝ
ろ
隈
な
く
せ
つ
な
り
し
よ
り
業
に
秀
る

こ
と
の
ほ
が
ら
か
な
り
。
さ
す
が
名
誉
の
た
ま
も
の
な
り
け
れ
ば
、
月
ご
と

日
ご
と
管
見
の
懈

（
お
こ
た
り
）な
き
も
は
や
十
二
支
の
め
ぐ
り
あ
ハ
せ
を
幸
ひ
故
人
の

こ
ゝ
ろ
を
お
し
は
か
り
こ
の
星
の
林
を
も
て
遠
芳
忌
を
営
ん
に
こ
そ
と
な
き

友
を
指
お
り
な
を
諸
彦
の
珠
玉
を
拾
ひ
合
せ
湯
殿
下
山
の
道
者
に
言
伝
し
て

む
さ
し
の
秋
香
菴
に
再
び
艸
稿
を
送
る
。

　

文
政
丙
戌
年

　
　

出
羽
國
湯
岳　

沙
門　

淋
山
識　

印
（
陽
刻
方
印
「
鹿
苑
」）

　

右
の
淋
山
自
序
に
よ
れ
ば
、
蒲
生
在
住
時
代
に
親
交
し
た
国
村
が
出
羽
の
本
道

寺
に
訪
れ
、
持
参
し
て
き
た
巣
兆
自
筆
日
記
を
淋
山
に
貸
し
た
ま
ま
帰
国
し
て
い

る
。
淋
山
は
巣
兆
の
没
後
十
二
年
が
経
過
し
た
文
政
九
年
に
巣
兆
自
筆
日
稿
（
書

名
は
『
星
の
林
』
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
）
を
武
蔵
の
秋
香
庵
国
村
に
返
送
し
、
十
三

回
忌
追
善
集
『
星
の
林
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

国
村
は
、
高
橋
源
蔵
。
巣
兆
の
高
弟
で
、
巣
兆
の
秋
香
庵
号
を
継
承
し
て
い

る
。『
徳
万
歳
』（
寛
政
十
二
年　

巣
兆
編
）
と
『
関
屋
帖
』（
享
和
元
年
版　

巣

兆
編
）
に
発
句
一
句
入
集
。『
関
屋
帖
』（
享
和
二
年
版
）
で
は
、
巣
兆
発
句
歌
仙

の
脇
句
を
詠
ん
で
い
る
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
夏
、
巣
兆
門
の
柳
翠
、
国
村

の
信
濃
旅
行
を
記
念
し
て
巣
兆
が
一
枚
摺
を
発
行
し
た
（『
書
簡
に
よ
る
近
世
後

期
俳
諧
の
研
究
』
矢
羽
勝
幸
編
著　

日
本
書
誌
学
大
系
74　

一
九
九
七
年　

青
衣

裳
堂
書
店　

一
六
五
頁
）。

　

国
村
は
、
巣
兆
句
集
『
曾
波
可
理
』（
文
化
十
四
年　

巣
兆
・
国
村
編
）
の
編

者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
書
は
巣
兆
が
生
前
自
撰
し
た
春
夏
の
句
に
、
国
村
が
秋

冬
の
句
を
補
っ
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
巣
兆
が
没
し
た
の
は
文
化
十
一
年
十

一
月
十
七
日
で
あ
る
が
、
当
初
国
村
は
巣
兆
三
回
忌
に
あ
た
る
文
化
十
三
年
に

『
曾
波
可
理
』
を
刊
行
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、『
曾
波
可
理
』
を
校
閲
し

た
信
州
諏
訪
の
藤
森
素
檗
は
、
秋
冬
の
部
を
編
集
し
た
国
村
に
書
簡
を
認
め
、

「
巣
兆
居
士
年
来
の
玉
句
ど
も
数
吟
御
写
し
被
下
候
様
ね
が
ひ
上
候
。
句
集
御
出

し
被
成
候
事
、
明
年
頃
が
可
然
候
。
急
ぐ
と
あ
や
ま
り
あ
る
も
の
な
り
。
か
ね
て
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の
御
懇
意
小
子
ニ
ハ
い
づ
れ
御
内
見
希
候
。」（『
曾
波
可
理
』
所
収
）
と
拙
速
な

刊
行
を
諫
め
、
誤
植
を
減
ら
す
た
め
に
一
年
延
期
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

国
村
は
素
檗
の
こ
の
助
言
を
尊
重
し
、
こ
の
素
檗
書
簡
を
そ
の
ま
ま
『
曾
波
可

理
』
の
夏
の
部
と
秋
の
部
の
間
に
模
刻
掲
載
し
た
（
3
）

。
こ
う
し
て
巣
兆
句
集
『
曾
波

可
理
』
は
、
巣
兆
三
回
忌
の
翌
年
に
あ
た
る
文
化
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

『
星
の
林
』
の
淋
山
序
文
に
み
え
る
「
巣
兆
自
筆
日
稿
」
は
、
国
村
の
『
曾
波

可
理
』
編
集
に
大
い
に
役
立
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
村
が
出
羽
に
来
訪
し
た
の

は
『
曾
波
可
理
』
の
刊
行
翌
年
の
文
政
元
年
頃
で
あ
る
。『
岩
手
俳
諧
史
』
上
巻

（
小
林
文
夫　

昭
和
五
十
三
年　

萬
葉
堂　

一
七
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
文
化
十
五

年
四
月
八
日
（
四
月
二
十
二
日
に
文
政
元
年
に
改
元
）
に
は
巣
兆
門
の
高
橋
国
村

が
盛
岡
に
着
い
て
平
角
亭
の
客
に
な
り
、
二
十
八
日
に
は
梅
園
に
移
っ
て
盛
岡
に

滞
在
し
、
五
月
六
日
に
は
『
ぬ
れ
簔
も
お
か
し
く
成
て
飛
ほ
た
る　

国
村
』
の
句

を
留
別
と
し
て
鹿
角
（
秋
田
県
鹿
角
郡
）
へ
と
旅
立
っ
て
居
る
」（
括
弧
は
私
注
）

と
あ
り
、
国
村
が
文
政
元
年
に
陸
奥
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

『
星
の
林
』（
文
政
九
年　

淋
山
編
）
に
は
、
巣
兆
遺
稿
と
し
て
、
巣
兆
の
独
吟

半
歌
仙
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　

明
月
に
分
て
夜
寒
の
関
屋
か
な　
　
　

古　

巣
兆

　
　
　

鴈
の
通
る
も
旅
の
よ
そ
ほ
ひ　
　
　

（
以
下
略
）

　

こ
の
半
歌
仙
の
次
員
を
淋
山
、
燕
市
、
有
圭
、
国
村
、
柳
水
（
い
ず
れ
も
巣
兆

門
人
）
が
付
け
て
追
善
歌
仙
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
茶
、
素
檗
と
い
っ
た
当

代
著
名
俳
人
を
含
む
全
国
の
俳
人
の
句
を
収
録
し
て
い
る
。
会
津
か
ら
は
文
政
期

に
親
交
し
た
如
髪
、
月
歩
、
阜
雄
（
い
ず
れ
も
本
稿
紹
介
の
書
簡
に
み
え
る
）
が

入
集
す
る
。

　
　

竹
斎
が
は
や
足
音
の
紙
衣
哉　
　
　
　
　
　

会
津　

如
髪

　
　

太
刀
持
ば
女
な
り
け
り
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　
　
　
　

月
歩

　
　

夜
ざ
く
ら
や
ひ
と
り
〳
〵
に
散
か
ゝ
る　
　
　
　
　

阜
雄

　

淋
山
自
身
の
句
は
以
下
の
二
句
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　

巣
兆
佛
の
追
福
を
い
と
な
ま
ん
と
思
ふ
の
夜

　
　

ま
ど
ろ
寝
の
う
つ
ゝ
か
知
ら
じ
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

老
う
ち
を
養
ふ
跡
の
清
水
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　

そ
し
て
『
星
の
林
』
の
巻
末
は
親
友
国
村
の
以
下
の
句
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

最
上
へ
の
返
事
に

　
　

又
も
あ
る
奥
の
便
り
を
稲
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

国
村

　

『
星
の
林
』
の
跋
文
は
桜
井
蕉
雨
が
担
当
し
て
い
る
。

　
　

語
ら
れ
ぬ
湯
殿
の
淋
山
上
人
、
星
の
は
や
し
と
言
へ
る
集
を
な
せ
り
。
こ
は

巣
兆
居
士
の
十
三
回
ニ
あ
た
る
と
な
り
。
そ
の
な
き
魂
を
祭
る
国
村
来
り

て
、
予
と
居
士
と
旧
友
な
れ
ば
其
よ
し
を
す
ゑ
に
記
よ
と
あ
る
に
、
か
の
上

人
の
手
か
ら
手
へ
念
仏
を
さ
づ
け
給
ふ
に
ひ
と
し
く
尊
く
も
忝
な
く
も
お
も

ひ
て
、
筆
を
浅
茅
が
原
の
露
に
そ
め
て
八
巣
蕉
雨
書

　
　
　
　

丙
戌
（
文
政
九
年
）
と
し
秋

　

「
語
ら
れ
ぬ
湯
殿
」
は
、『
奥
の
細
道
』
の
芭
蕉
句
、「
語
ら
れ
ぬ
湯
殿
に
ぬ
ら

す
袂
か
な
」
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。『
星
の
林
』
に
掲
載
さ

れ
た
巣
兆
作
品
は
、
巻
頭
の
独
吟
半
歌
仙
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
村
が
編
集

し
た
『
曾
波
可
理
』
と
の
重
複
を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

２　

高
橋
国
村
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
一
、
二
年
一
月
一
日（
推
定
）

　
　

月
歩
雅
伯

　
　

新
年
慶
賀
目
出
度
奉
寿
当
年
も
御
風
交
待
上
候
。
先
は
御
祝
詞
如
斯
候
。
尚

期
永
陽
。
謹
言
。

　
　
　

正
月
五
日

　
　

（
梅
の
木
の
木
版
画
）

　
　
　

印

　
　

①
古
里
に
親
あ
り
子
あ
り
鉢
の
梅

　
　

眼
鏡
賣
呼
込
門
の
霞
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

茶
に
む
せ
る
阿
房
余
所
眼
に
梅
も
咲
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酒
部
屋
に
人
と
く
移
す
春
の
空

　
　

な
ど
恥
入
斗
御
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
村

　
　

①
古
里
に
―
こ
の
句
は
『
傀
儡
師
』（
文
政
三
年　

芳
斎
編　

冥
々
八
十
歳

賀
集
）
に
入
集
す
る
「
ふ
る
郷
に
親
あ
り
子
あ
り
鉢
の
う
め　

出
羽　

淋

山
」
と
同
じ
。

　
　

②
国
村
―
武
州
蒲
生
の
人
。
高
橋
源
蔵
。
巣
兆
の
高
弟
で
淋
山
の
親
友
。

　

本
書
簡
の
差
出
人
は
淋
山
で
は
な
く
国
村
で
あ
り
、
筆
跡
も
淋
山
と
異
な
る
。

国
村
が
出
羽
に
滞
在
し
て
い
た
際
に
淋
山
と
自
身
の
句
を
並
記
し
て
、
月
歩
に

送
っ
た
年
賀
の
挨
拶
状
で
あ
る
。
注
①
に
示
し
た
通
り
、
淋
山
の
「
古
里
に
親
あ

り
子
あ
り
鉢
の
梅
」
の
句
が
、
文
政
三
年
刊
行
の
『
傀
儡
師
』
に
掲
載
さ
れ
る
の

で
、
本
書
簡
は
文
政
二
年
の
執
筆
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
書
簡
１
、
２
に
よ
る

考
察
を
ま
と
め
る
と
、
文
化
十
四
年
に
巣
兆
追
善
集
『
曾
波
可
理
』
を
刊
行
し
た

国
村
は
、
翌
文
政
元
年
頃
、「
巣
兆
自
筆
日
稿
」
を
携
え
て
出
羽
本
道
寺
の
淋
山

の
と
こ
ろ
に
滞
在
し
た
。
当
初
の
予
定
で
は
滞
在
期
間
は
六
、
七
年
で
、
国
村
は

文
政
七
年
頃
に
武
蔵
蒲
生
に
戻
っ
た
か
。
そ
の
際
、「
巣
兆
自
筆
日
稿
」
を
預

か
っ
た
淋
山
は
、
巣
兆
十
三
回
忌
追
善
集
『
星
の
林
』
に
巣
兆
遺
稿
の
独
吟
半
歌

仙
を
掲
載
し
、「
巣
兆
自
筆
日
稿
」
を
武
蔵
に
戻
っ
た
国
村
に
返
却
し
て
い
る
。

　

江
戸
の
三
大
家
に
数
え
ら
れ
る
建
部
巣
兆
が
今
日
で
も
名
高
い
の
は
、
国
村
と

淋
山
に
よ
る
追
善
集
刊
行
と
い
う
顕
彰
活
動
が
そ
の
一
助
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

３　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
四
年
以
前

　
　
　
　

再
白
。
①
天
眠
上
人
江
別
帋
同
様
頼
上
候
。
以
上
。

　
　

梅
柳
の
御
祝
ひ
芽
出
た
く
申
納
候
。愈
御
清
栄
御
越
歳
奉
南
山
候
。小
子
無
為

御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
去
年
中
は
玉
章
殊
御
摺
物
御
恵
ミ
其
後
不
得
便
義

御
疎
遠
失
敬
御
用
捨
可
被
下
候
。御
風
流
も
久
々
不
承
御
懐
敷
奉
存
候
。②
こ

た
び
清
林
二
代
始
而
檀
廻
ニ
参
り
候
。
萬
御
添
書
願
上
候
。
尚
又
③
四
五
日

頃
御
見
合
乍
御
参
詣
御
光
会
待
入
候
。
④
心
緒
貴
面
可
領
雅
談
候
。
頓
首
。

　
　
　

二
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

月
歩
様

　
　
　
　

歳
旦

　
　

初
烏
や
を
ら
言
葉
も
あ
ら
た
ま
る

　
　

永
き
日
を
寉
来
て
く
る
ゝ
菴
哉

　
　

鶯
の
啼
残
し
た
る
三
日
の
月

　
　

な
ど
恥
入
候
。
御
正
斧
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　

① 

天
眠
―
会
津
高
田
（
現
会
津
美
里
町
）
の
俳
僧
。
長
光
寺
の
住
職
、
清
阿

本
京
和
尚
。『
河
上
集
』（
文
化
十
四
年
序　

如
髪
編
）
に
、「
袖
と
ひ
て

襁
褓
さ
ゝ
げ
ん
仏
生
会　

釈　

天
眠
」
が
入
集
す
る
。
文
政
四
年
七
月
八

日
没
、
三
十
三
歳
。
辞
世
に
「
名
も
朽
よ
骨
も
く
さ
れ
よ
南
無
阿
弥
陀
」。

『
袖
塚
集
』（
天
保
十
年　

士
由
編
）に「
鴬
も
木
蘭
色
や
涅
槃
像
」が
入
集
。

　
　

② 

清
林
二
代
―
清
林
二
代
目
が
初
め
て
檀
家
廻
り
を
し
た
。
清
林
坊
は
本
道

寺
か
ら
の
使
僧
だ
っ
た
よ
う
で
、
会
津
高
田
の
月
歩
に
書
簡
等
を
届
け
る

役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　
　

③ 

四
五
日
頃
…
―
月
歩
が
出
羽
本
道
寺
に
訪
ね
る
予
定
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　
　

④
心
緒
―
心
に
思
っ
て
い
る
こ
と
。

　

会
津
高
田
の
僧
天
眠
は
文
政
四
年
七
月
八
日
に
三
十
三
歳
で
没
し
た
（
4
）

の
で
、
本

書
簡
は
文
政
四
年
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
清
林
坊
と
い
う
人
物
は
、
本
道
寺
住
職

時
代
の
使
僧
だ
っ
た
よ
う
で
、
檀
家
廻
り
の
傍
ら
書
簡
等
の
郵
送
物
を
配
送
し
て

い
た
。
清
林
坊
の
名
は
月
歩
宛
淋
山
書
簡
に
し
ば
し
ば
み
え
、
書
簡
４
（
文
政
四

年
）「
清
林
坊
檀
廻
之
節
具
ニ
可
申
入
候
。」、
書
簡
５
（
文
政
九
年
）「
清
林
坊
就

檀
廻
処
呈
一
書
候
。」
書
簡
７
（
文
政
十
年
）「
清
林
坊
帰
山
節
は
種
々
見
事
御
摺

物
澤
山
御
恵
贈
」、
書
簡
９
（
文
政
十
一
年
）「
委
細
清
林
坊
江
御
問
尋
可
被
下

候
。」、
書
簡
10
（
文
政
十
二
年
）「
旧
冬
清
林
坊
帰
山
之
節
御
懇
書
并
御
書
物
被

下
、
毎
度
御
厚
情
忝
奉
存
候
。」、
書
簡
11
（
文
政
十
二
年
）「
清
林
坊
檀
廻
之
節
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ま
で
ニ
送
被
下
候
様
奉
頼
上
候
。
已
来
清
林
坊
御
頼
被
下
候
。」
と
あ
る
よ
う

に
、
会
津
の
月
歩
と
出
羽
の
淋
山
の
書
簡
に
よ
る
交
流
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
い

た
。
会
津
か
ら
の
使
僧
と
し
て
は
、
徳
寿
院
（
書
簡
11
）
が
確
認
さ
れ
る
。
俳
僧

淋
山
は
こ
の
よ
う
な
檀
家
廻
り
の
役
割
を
担
っ
た
使
僧
を
介
し
て
遠
隔
地
と
の
交

流
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

４　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
四
年
七
月
二
十
二
日

　
　

（
包
紙
）

　
　

会
津
高
田　
　
　
　
　

湯
殿
山

　
　

田
中
昌
之
進
様　
　
　
　
　

本
道
寺

　
　
　
　
　
　

御
雅
用

　
　
　
　

再
白
。
①
国
村
ゟ
よ
ろ
し
く
と
申
事
御
座
候
。
以
上
。

　
　

②
如
来
命
旱
魃
其
御
地
同
様
暑
中
は
野
嶺
抔
袷
重
着
い
た
し
居
躰
残
暑
難
堪

不
頂
候
へ
ど
も
、
愈
御
清
栄
ニ
御
風
流
之
旨
珍
重
不
浅
奉
存
候
。
野
儀
無
為

御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
毎
度
御
懇
切
宝
札
殊
摺
も
の
沢
山
御
恵
ミ
、
此
方

ゟ
は
一
向
御
無
沙
汰
い
た
し
失
敬
之
至
御
座
候
。
扨
又
③
天
眠
上
人
御
遷
化

之
由
、
御
痛
間
敷
奉
存
候
。
無
常
の
世
ノ
中
拝
謁
も
い
た
し
度
存
居
候
所
、

残
情
之
至
ニ
存
候
。
就
夫
御
追
善
句
集
御
心
掛
之
由
、
御
尤
ニ
存
候
。
此
節

野
嶺
道
者
中
ニ
而
無
寸
隙
日
夜
心
世
話
敷
不
風
流
、
春
已
来
發
句
等
一
句
も

不
楽
付
、
唯
う
か
〳
〵
世
に
触
光
陰
を
消
罷
在
候
仕
合
、
此
節
上
人
悼
句
掛

御
目
候
ハ
ゞ
、
本
懐
候
へ
共
、
中
〳
〵
不
思
付
候
間
略
之
候
。
扨
又
玉
詠
毎

も
感
吟
い
た
し
候
。
中
に
も
「
迎
火
」
の
秀
句
様
奉
存
候
。
右
貴
答
御
礼

旁
々
如
斯
④
清
林
坊
檀
廻
之
節
具
ニ
可
申
入
候
。
頓
首
再
拝
。

　
　
　

七
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　

鹿
苑
舎

　
　

月
歩
宗
匠

　
　

雪
国
の
自
慢
も
今
や
福
寿
艸

　
　

五
月
雨
や
庭
に
ひ
ろ
が
る
蛙
の
子

　
　

芽
花
の
穂
ち
り
て
ハ
蝶
に
ま
じ
わ
り
ぬ

　
　

時
鳥
啼
や
毎
日
朝
ぐ
も
り

　
　

右
御
正
斧
可
被
下
候
。

　
　

①
国
村
ゟ
…
―
武
蔵
蒲
生
の
国
村
が
、
文
政
四
年
の
時
点
で
出
羽
の
淋
山
の

も
と
に
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
　

②
如
来
命
―
「
ら
い
め
い
の
ご
と
く
」
と
読
み
、「
あ
な
た
か
ら
の
お
手
紙

に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
」
の
意
。

　
　

③
天
眠
上
人
―
会
津
高
田
（
現
会
津
美
里
町
）
の
俳
僧
。
長
光
寺
の
住
職
、

清
阿
本
京
和
尚
。『
河
上
集
』（
文
化
十
四
年
序　

如
髪
編
）
に
、「
袖
と

ひ
て
襁
褓
さ
ゝ
げ
ん
仏
生
会　

釈　

天
眠
」が
入
集
す
る
。文
政
四
年
七
月

八
日
没
、三
十
三
歳
。辞
世
に「
名
も
朽
よ
骨
も
く
さ
れ
よ
南
無
阿
弥
陀
」。

『
袖
塚
集
』（
天
保
十
年　

士
由
編
）に「
鴬
も
木
蘭
色
や
涅
槃
像
」
が
入
集
。

　
　

④
清
林
坊
―
本
道
寺
の
使
僧
。

　

会
津
高
田
の
天
眠
上
人
の
没
年
か
ら
書
簡
執
筆
年
代
が
特
定
で
き
る
。
天
眠
と

は
陸
奥
の
俳
僧
同
士
と
し
て
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

５　

鹿
苑
舎
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
九
年
十
月
十
四
日

　
　

清
林
坊
就
檀
廻
処
呈
一
書
候
。
追
日
寒
冷
之
處
愈
御
安
康
御
風
流
奉
賀
候
。

愚
衲
無
魔
事
消
二
光
罷
在
候
条
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
当
年
は
亡
師
①

巣
兆
居
士
十
三
廻
忌
ニ
相
成
候
間
追
善
集
出
板
心
掛
江
戸
表
②
国
村
子
江
頼

遣
候
所
、
来
月
出
来
相
下
シ
可
申
由
此
節
掛
御
目
度
候
所
、
間
ニ
合
不
申
心

外
致
候
。
来
陽
便
義
ニ
進
上
可
申
候
。
③
有
圭
子
よ
り
摺
も
の
相
届
候
間
、

入
貴
覧
候
。
御
序
も
御
座
候
ハ
ゞ
④
如
髪
翁
一
紙
送
下
さ
れ
候
様
願
上
度

候
。
扨
い
つ
も
世
用
繁
く
甚
ダ
不
風
流
暮
し
居
候
。
御
近
作
御
洩
所
希
候
。

折
節
取
込
故
乱
書
御
用
捨
可
被
下
候
。
最
早
年
内
は
得
貴
意
兼
可
申
間
、
随

分
御
大
切
ニ
寒
御
厭
御
迎
陽
可
被
成
候
。
来
陽
目
出
度
可
得
貴
意
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
々
頓
首
。

　
　
　

十
月
十
四
日　
　
　
　
　

鹿
苑
舎

　
　

月
歩
宗
匠

　
　

旅
人
の
拝
む
日
の
出
や
天
津
厂
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下
駄
尾
の
そ
ら
と
け
し
た
る
螽
か
な

　
　

伽
羅
の
香
の
人
と
も
な
ら
ぶ
十
夜
哉

　
　
　
　

身
温
睡
眠
増
清
感
し
て

　
　

寝
む
へ
の
ミ
外
に
知
恵
な
き
炬
燵
か
な

　
　

右
至
而
麁
案
入
貴
覧
候
も
恥
入
候
へ
共
、
外
句
な
く
無
據
相
認
申
候
。
御
笑

評
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　

①
巣
兆
居
士
十
三
廻
忌
―
記
念
と
し
て
淋
山
は
『
星
の
林
』
を
刊
行
し
た
。

　
　

②
国
村
―
武
蔵
蒲
生
の
人
。
巣
兆
の
高
弟
。

　
　

③
有
圭
―
武
蔵
の
巣
兆
門
人
。『
浮
織
集
』（
文
化
十
二
年　

淋
山
編
）、『
星

の
林
』（
文
政
九
年　

淋
山
編
）
の
両
書
に
入
集
す
る
。

　
　

④
如
髪
―
会
津
喜
多
方
の
人
。
淋
山
は
如
髪
へ
の
書
簡
等
を
月
歩
に
託
す
こ

と
が
多
か
っ
た
。

　

『
星
の
林
』
の
出
版
予
定
が
遅
れ
、
文
政
九
年
十
一
月
に
出
来
予
定
と
な
っ
た

こ
と
を
月
歩
に
伝
え
て
い
る
。
次
の
書
簡
６
に
よ
れ
ば
、
翌
文
政
十
年
一
月
に
月

歩
の
と
こ
ろ
に
『
星
の
林
』
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

６　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
年
一
月
二
十
八
日

　
　

梅
柳
佳
慶
芽
出
た
く
申
納
候
。
益
御
安
泰
御
迎
陽
奉
賀
候
。
愚
衲
無
魔
事
馬

齢
を
加
し
候
条
御
休
慮
可
被
下
候
。
右
年
甫
御
祝
詞
如
斯
御
座
候
。
余
は
期

永
春
。
恐
々
百
拝
。

　
　
　

正
月
廿
八
日　
　
　
　
　

淋
山

　
　

月
歩
宗
匠

　
　

香
久
山
を
指
さ
す
か
た
や
梅
の
花

　
　

逢
が
た
き
人
と
も
の
い
ふ
柳
哉

　
　

陸
尺
の
袖
ふ
れ
ば
ち
る
桜
か
な

　
　

右
貴
評
可
被
下
候
。

　
　

再
白
。
舊
冬
は
雅
札
殊
摺
も
の
御
恵
贈
毎
度
御
懇
情
忝
奉
存
候
。
将
亦
怪
我

被
成
御
悩
之
由
被
仰
遣
驚
入
候
。
乍
去
多
分
之
事
ニ
も
無
之
候
旨
、
唯
今
頃

は
御
全
快
察
罷
在
候
。
痛
處
後
々
再
発
不
仕
様
御
療
治
肝
要
ニ
奉
存
候
。
扨

又
去
冬
①
巣
兆
亡
師
十
三
回
忌
ニ
付
追
善
集
出
板
仕
候
間
入
貴
覧
候
。
何
共

憚
入
候
へ
共
②
如
髪
老
翁
江
御
序
之
節
、
此
壱
封
御
届
被
下
候
様
頼
上
候
。

且
い
ま
だ
余
寒
難
去
候
へ
ば
折
角
御
大
切
御
厭
被
成
候
。
早
々
以
上
。

　
　

①
巣
兆
亡
師
十
三
回
忌
―
巣
兆
の
十
三
回
忌
追
善
集
と
し
て
刊
行
し
た
『
星

の
林
』（
文
政
九
年　

淋
山
編
）
の
こ
と
。

　
　

②
如
髪
―
喜
多
方
の
人
。
月
歩
と
と
も
に
化
政
期
会
津
俳
壇
の
双
璧
で
あ
っ

た
。

　

本
書
簡
は
『
星
の
林
』
配
本
の
際
の
添
状
で
あ
る
。
喜
多
方
の
如
髪
に
も
届
け

る
よ
う
月
歩
に
依
頼
し
て
い
る
。

７　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
年
四
月
八
日

　
　

（
包
紙
）

　
　

会
津
高
田
駅　
　
　

湯
ど
の
ゝ

　
　

田
中
昌
之
進
様　
　
　
　
　

淋
山

　
　
　
　
　
　

雅
用
貴
答

　
　
　
　

再
白
。
任
有
合
麁
墨
并
朱
墨
入
貴
覧
候
。
以
上
。

　
　

朶
雲
忝
拝
見
、
愈
御
勇
猛
之
旨
奉
欽
喜
候
。
①
野
衲
無
魔
事
消
二
光
候
。
御

休
慮
可
被
下
候
。
然
ば
清
林
坊
帰
山
節
は
種
々
見
事
御
摺
物
澤
山
御
恵
贈
殊

珍
敷
天
王
寺
額
面
の
写
被
下
置
由
来
等
御
聞
セ
下
さ
れ
、
実
ニ
珍
書
小
野
の

筆
跡
黄
会
ニ
替
へ
が
た
き
事
御
懇
念
忝
存
候
。
扨
又
玉
詠
い
つ
も
耳
を
驚
し

称
讃
罷
在
候
。
末
年
中
は
御
近
隣
ま
で
焼
失
嘸
々
驚
き
被
成
候
半
、
乍
去
御

遁
レ
被
成
目
出
度
奉
存
候
。
且
又
②
巣
兆
居
士
追
善
集
入
貴
覧
候
所
、
為
御

謝
礼
南
鐐
壱
片
被
下
、
余
り
御
丁
寧
之
義
右
様
御
心
配
被
下
候
而
は
却
而
気

之
毒
い
た
し
候
。
何
方
ゟ
も
左
様
義
は
不
申
受
候
。
依
之
御
返
上
可
申
上
与

存
候
へ
共
、
御
懇
情
を
無
に
仕
様
ニ
而
是
又
失
敬
ニ
候
へ
ば
い
た
ゞ
き
申

候
。
何
共
御
心
配
を
掛
赤
面
い
た
し
候
。
近
々
③
士
由
師
御
入
来
御
待
之

由
、
御
風
流
浦
山
敷
存
候
。
野
衲
事
も
兎
角
寺
務
繁
多
、
別
而
是
ゟ
八
月
迄
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ハ
書
状
等
相
認
候
隙
も
無
之
趣
、
殊
ニ
当
八
月
伝
法
潅
頂
修
行
仕
候
間
、
右

諸
支
度
方
ニ
而
如
外
甚
取
込
乍
恐
不
風
流
此
節
紀
州
④
秋
夢
子
滞
留
い
た
さ

れ
罷
在
候
へ
共
、
面
会
仕
候
の
ミ
風
談
も
承
る
暇
無
之
仕
合
御
座
候
。
将
又

野
院
客
殿
蘭
間
扇
面
ニ
い
た
し
六
十
余
州
之
高
名
御
方
玉
詠
を
書
記
度
存
念

相
心
掛
候
所
、
此
度
細
工
人
有
之
半
出
来
い
た
し
候
。
貴
菴
之
玉
句
相
記
申

候
。
右
貴
答
御
礼
等
如
斯
御
座
候
。
余
情
期
重
便
。
頓
首
再
拝
。

　
　
　

四
月
八
日　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

月
歩
様

　
　

竹
馬
の
腰
の
居
り
や
け
し
の
華

　
　

い
つ
の
世
に
啼
そ
め
し
ぞ
や
時
鳥

　
　
　
　

○

　
　

鴬
に
し
ば
し
眠
り
を
う
つ
し
け
り

　
　

酒
嗅
（
臭
）

き
人
ニ
も
交
る
子
の
日
か
な

　
　

紅
梅
や
授
戒
七
日
の
人
出
入

　
　
　
　

世
は
萬
事
夢
の
如
し

　
　

昨
日
見
し
花
を
ふ
ミ
行
浮
世
か
な

　
　

な
ど
申
捨
候
。
貴
評
可
被
成
下
候
。
以
上
。

　
　

①
野
衲
―
田
舎
僧
。
僧
の
自
称
。

　
　

②
巣
兆
居
士
追
善
集
―
『
星
の
林
』（
文
政
九
年　

淋
山
編
）。

　
　

③
士
由
―
陸
前
登
米
郡
米
川
村
狼
河
原
字
根
方
足
上
屋
（
現
宮
城
県
東
和

町
）
の
農
家
沼
倉
新
三
郎
の
次
男
に
生
ま
れ
、
八
幡
山
大
誓
寺
の
道
士
、

大
屋
何
某
の
法
弟
と
な
り
、
大
屋
氏
を
称
す
。
字
は
久
敬
、
通
称
卓
蔵
。

初
号
は
志
由
で
文
化
十
二
年
頃
士
由
と
改
号
す
る
。
仙
台
の
高
橋
東
皐
に

師
事
し
、
文
化
元
年
、
志
由
十
七
歳
の
時
に
東
皐
か
ら
門
弟
の
指
導
を
託

さ
れ
た
。
文
化
十
二
年
『
浦
づ
た
ひ
』
編
、
文
政
元
年
『
美
佐
古
鮓
』

編
。
文
政
六
年
頃
、
会
津
に
往
来
し
、
文
政
十
一
年
頃
会
津
に
移
る
。
嘉

永
三
年
（
一
八
五
〇
）
十
二
月
五
日
、
二
本
松
領
安
達
郡
大
平
村
の
武
藤

伴
蔵
宅
で
没
す
る
。
六
十
三
歳
。

　
　

④
秋
夢
―
紀
州
の
人
。

　

『
星
の
林
』（
文
政
九
年　

淋
山
編
）
が
会
津
の
月
歩
に
無
事
届
き
、
そ
の
謝
礼

と
し
て
月
歩
か
ら
南
鐐
一
片
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
淋
山
は
恐
縮
し
て
い

る
。
本
書
簡
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
士
由
の
会
津
入
来
予
定
が
月
歩
か
ら
淋
山
に

知
ら
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
大
屋
士
由
年
譜
稿
」
の
文
政
十
一
年
の
項
に

は
、「
こ
の
頃
、
会
津
へ
移
る
か
」
と
あ
る
（
5
）

。

８　

鹿
苑
舎
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
一
年
七
月
十
二
日

　
　

如
貴
命
暑
中
前
よ
り
大
暑
罷
在
候
處
、
無
御
障
御
安
康
旨
奉
恭
慰
候
。
愚
老

無
異
寺
務
罷
在
候
条
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
見
事
之
御
菓
子
殊
箱
迄
被
下

置
御
懇
念
忝
奉
存
候
。
且
毎
度
摺
も
の
御
恵
贈
玉
詠
感
吟
仕
候
。
愚
老
事
は

兎
角
寺
務
繁
く
春
ゟ
行
脚
衆
も
度
々
御
尋
候
へ
共
、
御
合
手
ど
も
難
相
成
自

然
不
興
笑
止
千
万
隠
遁
不
仕
内
は
不
思
風
雅
も
出
来
兼
別
而
此
節
抔
は
寸
隙

無
之
御
座
候
。
ほ
と
ん
ど
世
事
倦
退
屈
い
た
し
①
来
丑
年
秋
隠
居
仕
心
掛

致
、
其
の
ミ
楽
ミ
罷
在
候
。
②
如
髪
翁
へ
も
当
年
は
御
出
会
無
之
由
正
月
中

③
卓
呂
子
御
参
詣
に
て
御
様
子
等
承
り
申
候
。
当
秋
抔
も
御
参
詣
御
心
掛
之

由
念
申
候
。
扨
任
有
合
麁
品
弐
種
麁
摺
掛
御
目
候
。
發
句
も
一
向
無
之
恥
入

候
。
右
御
礼
可
申
入
度
如
斯
御
座
候
。
余
は
期
重
音
候
。
頓
首
。

　
　
　

七
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

鹿
苑
舎

　
　
　
　

月
歩
先
生

　
　

虫
干
や
ゆ
る
〳
〵
拝
む
涅子

ハ

ン槃
像

　
　
　
　

あ
る
僧
の
美
婦
人
の
画
に
讃
を
乞
ハ
れ
て
彼
を
誡
め
て

　
　

い
つ
ま
で
も
う
つ
く
し
く
ハ
な
し
け
し
の
花

　
　

扇
持
手
の
草
臥
や
京
の
町

　
　

右
貴
評
可
被
下
候
。
外
一
句
も
な
し
。
以
上
。

　
　

①
来
丑
年
秋
隠
居
仕
心
掛
―
翌
年
（
文
政
十
二
年
は
丑
年
）
の
隠
居
予
定
を

月
歩
に
打
ち
明
け
て
い
る
。

　
　

②
如
髪
―
陸
奥
国
喜
多
方
小
田
付
村
の
人
。
本
名
関
本
直
房
。
通
称
與
次
兵

衛
。
別
号
に
市
中
中
軒
、
睡
翁
、
六
種
園
。
関
本
家
は
越
前
屋
を
屋
号
と
す

る
商
家
で
あ
っ
た
。文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）九
月
十
五
日
没
、八
十
一
歳
。
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③
卓
呂
―
関
本
庄
左
エ
門
直
也
。
如
髪
の
次
男
で
直
有
の
弟
。

９　

鹿
苑
舎
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
一
年
十
一
月
一
日

　
　

尓
来
は
久
々
不
得
貴
意
候
へ
共
、
愈
御
安
康
御
風
交
珍
重
奉
存
候
。
愚
老
無

魔
事
罷
在
候
条
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
①
当
秋
は
最
上
は
大
変
之
洪
水

百
年
ニ
も
無
之
由
、
世
上
騒
ケ
敷
事
ニ
御
座
候
。
其
御
地
は
如
何
御
障
も
無

之
候
哉
。
御
察
申
居
候
。
扨
又
当
年
行
脚
衆
も
不
相
見
風
談
も
不
承
候
。
春

中
加
賀
生
れ
の
②
雪
丸
と
申
御
方
相
見
え
ら
れ
其
後
南
都
③
萬
路
と
申
行
脚

被
参
候
の
ミ
ニ
御
座
候
。
夫
後
一
向
不
風
流
に
て
発
句
も
無
之
候
。
定
而
玉

詠
沢
山
可
有
御
座
と
奉
存
候
。
些
々
御
聞
セ
可
被
下
候
。
委
細
清
林
坊
江
御

問
尋
可
被
下
候
。
余
は
期
後
音
之
時
。
頓
首
。

　
　
　

神
無
月
朔
日　
　
　
　
　
　

鹿
苑
舎

　
　
　

月
歩
老
君

　
　

蝿
な
ど
ハ
見
え
ぬ
寺
な
り
土
用
干

　
　

白
粉
の
花
や
な
る
鐘
七
ツ
寺

　
　

初
時
雨
茄
子
ち
い
さ
し
瑠
離
（
璃
）

の
玉

　
　

椎
樫
の
果
報
目
出
た
き
枯
野
哉

　
　

な
ど
申
出
候
。
貴
評
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　

①
当
秋
は
最
上
は
大
変
之
洪
水
―
酒
田
市
資
料
館
第
２
１
１
回
企
画
展
資
料

「
最
上
川　

氾
濫
と
治
水
」
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
一
年
、「
７
月
９
日
に
大

雨
が
降
り
、
10
日
に
洪
水
。
赤
川
の
堤
防
３
６
０
メ
ー
ト
ル
が
決
壊
し
、

多
く
の
橋
が
流
失
。
酒
田
の
松
原
堤
防
も
破
れ
、
大
手
橋
、
新
井
田
橋
が

大
破
。
鵜
渡
川
原
と
船
場
町
浸
水
、
今
町
ま
で
水
が
上
が
る
。
３
５
２
戸

が
浸
水
、
御
蔵
米
２
万
俵
が
濡
れ
る
。
最
上
地
方
よ
り
水
死
人
や
家
屋
多

く
流
れ
来
る
。」
と
あ
る
。

　
　

②
雪
丸
―
加
賀
生
ま
れ
の
俳
人
。

　
　

③
萬
路
―
奈
良
の
俳
人
。

10　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
二
年
一
月
二
十
六
日

　
　
　
　

再
白
任
有
合
朱
墨
入
貴
覧
候
。
以
上
。

　
　

梅
柳
之
佳
慶
四
海
同
風
目
出
度
申
納
候
。
愈
御
安
康
御
超
歳
被
成
大
慶
不
浅

奉
存
候
。
随
愚
身
無
魔
事
加
馬
齢
候
条
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
右
年
甫
之
御

祝
詞
如
斯
御
座
候
。
尚
期
永
春
之
時
、
恐
々
頓
首
。

　
　
　

正
月
廿
六
日　
　
　
　

鹿
苑
舎

　
　

月
歩
宗
匠

　
　
　
　

再
白

　
　

旧
冬
は
御
懇
書
并
珍
器
御
恵
贈
、
毎
度
御
厚
情
忝
奉
存
候
。
此
方
ゟ
未
書
状

を
も
陸
（
ろ
く
ろ
く
）々

不
進
申
御
疎
遠
不
實
至
、
御
仁
免
可
被
下
候
。
将
又
去
年
中
も
御

家
内
御
不
快
之
御
方
有
之
、
御
心
痛
被
成
御
坐
気
之
毒
ニ
奉
存
候
。
去
年
は

兎
角
時
候
不
順
致
歟
何
国
も
病
人
有
之
候
。
旧
臘
よ
り
近
年
ニ
不
覚
□
寒
殊

大
雪
、
右
之
趣
ニ
而
ハ
当
年
定
而
順
季
ニ
可
有
御
座
抔
と
一
同
申
居
候
。
扨

又
①
士
由
先
醒
御
出
御
越
歳
に
て
御
社
中
之
中
御
稽
古
之
由
、
嘸
々
御
一
興

之
義
も
有
之
御
事
ニ
奉
察
候
。
且
野
子
抔
は
近
年
甚
無
風
流
時
々
行
脚
衆
御

尋
被
下
候
へ
ど
も
、
兎
角
寺
務
繁
く
、
尚
又
老
衰
い
た
し
、
何
事
も
面
倒
に

て
風
雅
気
さ
し
引
込
候
間
、
唯
御
宿
申
の
ミ
雅
談
も
不
承
漸
く
閑
暇
節
発
句

出
来
ほ
う
だ
い
に
申
斗
ニ
御
座
候
。
当
春
之
句
入
貴
覧
候
。

　
　

か
す
む
と
も
し
ら
ず
越
る
や
嶺
の
鹿

　
　

手
習
の
む
か
し
思
ふ
や
⺇
巾

　
　

噺
し
て
思
ハ
ず
三
里
夕
き
ゞ
す

　
　

な
ど
御
正
斧
可
被
成
下
候
。
以
上
。

　
　

①
士
由
―
大
屋
氏
。
仙
台
で
門
弟
を
指
導
し
、
文
政
後
期
に
会
津
、
晩
年
に

は
二
本
松
を
中
心
に
活
動
し
た
近
世
後
期
の
東
北
を
代
表
す
る
俳
人
。

　

書
簡
７
よ
り
、
士
由
の
会
津
入
来
が
文
政
十
一
年
で
、
越
年
報
告
を
受
け
た
本

書
簡
は
文
政
十
二
年
一
月
の
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
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11　

鹿
苑
舎
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
二
年
四
月
七
日

　
　

徳
寿
院
法
印
御
参
詣
ニ
付
御
伝
声
候
。
殊
御
客
躰
逐
一
承
り
如
貴
顔
弥
向
暑

之
節
御
勇
積
御
風
流
は
欣
磨
不
浅
奉
存
候
。
随
愚
身
無
異
御
休
慮
可
被
下

候
。
然
ば
旧
冬
清
林
坊
帰
山
之
節
御
懇
書
并
御
書
物
被
下
、
毎
度
御
厚
情
忝

奉
存
候
。
此
間
ゟ
は
い
つ
も
御
疎
遠
且
又
玉
詠
一
入
洗
耳
、
扨
拙
子
義
は
年

増
寺
務
繁
多
、
別
而
老
衰
い
た
し
萬
多
忘
い
た
し
發
句
さ
へ
趣
向
も
不
出
来

甚
ダ
無
風
流
ニ
暮
罷
在
候
。
①
当
秋
も
隠
遁
之
積
ニ
取
究
メ
申
候
。
左
候

ハ
ゞ
世
事
も
薄
く
旁
心
易
も
有
之
べ
く
候
哉
、
抔
と
楽
ミ
居
申
候
。
折
節
旨

も
御
達
者
賑
合
、
如
仰
混
雑
巨
細
は
御
法
印
江
御
問
尋
可
被
下
候
。
麁
摺
入

貴
覧
候
。
山
形
摺
役
甚
見
苦
敷
恥
入
申
候
。
余
情
後
音
。
頓
首
百
拝
。

　
　
　

四
月
七
日　
　
　
　
　
　

鹿
苑
舎

　
　

月
歩
大
君

　
　

殻
（
ほ
と
と
ぎ
）

布
鳴
や
此
山
守
護
不
入

　
　

朝
ぼ
ら
け
松
は
よ
き
も
の
夏
の
初

　
　

手
習
の
む
か
し
お
も
ふ
や
几
巾

　
　

陸
尺
の
袖
ふ
れ
ば
ち
る
桜
か
な

　
　

ふ
ん
で
行
雪
の
下
か
ら
春
の
水

　
　

右
貴
評
被
成
下
候
。
以
上
。

　
　

①
当
秋
も
隠
遁
之
積
―
淋
山
が
隠
遁
し
た
の
は
文
政
十
二
年
秋
。

12　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
十
二
年
七
月
二
十
三
日

　
　

如
来
諭
秋
暑
節
御
難
儀
候
處
御
安
康
候
而
大
幸
不
浅
奉
存
候
。
愚
身
無
魔
事

二
光
を
消
し
罷
在
候
条
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
珍
敷
唐
茶
御
恵
ミ
毎
度

御
懸
情
忝
奉
存
候
。
且
久
々
①
士
由
宗
匠
御
滞
留
旨
嘸
々
御
拝
受
御
楽
ミ
奉

察
候
。
草
菴
江
も
先
日
中
仙
府
②
曰
人
老
翁
御
来
鴻
ニ
て
廿
日
余
御
滞
留
被

成
候
へ
共
道
者
中
ニ
て
宜
敷
俗
談
の
ミ
残
情
至
ニ
奉
存
候
。
殊
近
年
気
力
衰

ひ
候
哉
。
何
事
も
退
屈
い
た
し
骨
を
折
事
不
相
成
侭
ニ
月
日
を
送
る
事
御
座

候
。
扨
又
愚
老
も
八
月
下
旬
致
隠
居
新
居
円
満
寺
と
申
寺
江
閑
居
仕
合
ニ
御

座
候
。
右
、
寺
役
も
無
之
暇
勝
之
寺
故
嘸
安
心
ニ
御
座
候
。
将
又
承
り
候
へ

ば
貴
菴
ニ
は
画
之
御
達
人
之
由
、
呈
上
不
致
御
失
望
も
不
仕
候
。
愚
身
も
閑

居
い
た
し
候
て
、
慰
ミ
少
々
稽
古
仕
度
念
も
御
座
候
。
廻
も
出
来
申
間
敷
候

へ
共
、
独
楽
ニ
い
た
し
可
申
哉
抔
と
心
掛
罷
在
候
。
就
文
画
本
も
不
持
候
へ

ば
至
而
覚
へ
易
き
筆
を
略
し
た
る
所
を
手
本
に
御
認
メ
被
下
候
ハ
ゞ
難
有
奉

存
候
。
四
君
子
の
中
菊
を
習
ひ
度
存
候
。
依
之
巻
物
へ
い
た
し
候
様
菊
三
雅

程
蛙
五
六
疋
蟇
弐
三
疋
亀
猫
狗
兎
其
外
花
鳥
御
認
メ
清
林
坊
檀
廻
之
節
ま
で

ニ
送
被
下
候
様
奉
頼
上
候
。
已
来
清
林
坊
御
頼
被
下
候
。
御
文
通
も
出
来
可

申
候
。
扨
又
玉
詠
感
伏
い
た
し
候
。
取
込
中
故
乱
書
御
推
覧
可
被
下
候
。
余

は
期
後
音
之
時
。
恐
々
頓
首
。

　
　
　

七
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

閑
子
ど
り
啼
や
此
山
守
護
不
入

　
　

居
風
呂
に
ふ
だ
ん
汲
こ
む
し
ミ
づ
哉

　
　

短
夜
を
寝
セ
ぬ
工
面
歟
啼
蛙

　
　

小
家
か
ら
ひ
ろ
が
る
秋
の
匂
ひ
か
な

　
　

禅
門
の
鎌
提
て
行
花
野
か
な

　
　

な
ど
恥
入
斗
、
貴
評
可
被
成
下
候
。
以
上
。

　
　

①
士
由
―
大
屋
氏
。
仙
台
俳
壇
の
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、
文
政
六
年
頃
会
津

に
来
訪
、
文
政
十
一
年
以
降
に
も
滞
在
し
て
い
る
。
文
政
十
一
、
十
二
年

に
は
会
津
に
い
た
こ
と
が
本
書
簡
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

　
　

②
曰
人
―
曰
人
が
淋
山
の
も
と
に
二
十
日
間
ほ
ど
滞
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

※
八
月
下
旬
に
円
満
寺
に
移
り
、
隠
居
予
定
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

13　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛　

文
政
九
年
〜
文
政
十
二
年

　
　

新
春
之
吉
賀
萬
国
同
輝
目
出
た
く
申
納
候
。
愈
御
安
康
御
迎
陽
大
幸
不
浅
奉

存
候
。
野
坊
無
魔
事
馬
齢
を
加
し
候
旨
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
①
清
林

坊
檀
廻
ニ
参
り
候
故
幸
之
呈
愚
札
候
。
扨
は
旧
冬
よ
り
近
年
無
之
薄
雪
自
然

寒
く
も
心
易
罷
在
候
。
乍
去
毎
も
世
用
ニ
の
ミ
ま
ぎ
れ
、
一
向
不
風
流
文
通

の
発
句
も
無
之
唯
う
か
〳
〵
相
暮
候
。
且
昨
日
②
国
村
よ
り
摺
も
の
相
届
候

旨
入
貴
覧
候
。
何
共
申
兼
候
へ
共
③
如
髪
君
へ
御
序
之
節
一
封
御
達
可
被
下
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候
。
余
は
期
永
日
之
時
頓
首
。

　
　
　

正
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　

淋
山

　
　

月
歩
様

　
　

鞠
場
よ
り
目
に
つ
く
門
の
柳
哉

　
　

茶
畑
も
春
め
く
空
や
智
恩
院

　
　

右
御
笑
評
可
被
下
候
。
以
上
。

　
　

①
清
林
坊
―
本
道
寺
住
職
時
代
の
淋
山
が
月
歩
に
手
紙
を
出
す
際
に
世
話
に

な
っ
た
檀
家
廻
り
の
僧
。

　
　

②
国
村
―
高
橋
氏
。
武
蔵
蒲
生
の
巣
兆
門
人
。

　
　

③
如
髪
―
陸
奥
国
喜
多
方
小
田
付
村
の
人
。
本
名
関
本
直
房
。
通
称
與
次
兵

衛
。
別
号
に
市
中
中
軒
、
睡
翁
、
六
種
園
。
関
本
家
は
越
前
屋
を
屋
号
と

す
る
商
家
で
あ
っ
た
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
九
月
十
五
日
没
、
八

十
一
歳
。

　
　

※ 

如
髪
は
文
政
十
二
年
の
没
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
前
の
書
簡
、
蒲
生
の
国
村

が
発
行
し
た
摺
物
が
月
歩
を
介
し
て
淋
山
に
届
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
文

政
九
年
以
降
の
執
筆
で
あ
ろ
う
。
筆
に
力
が
あ
る
の
で
11
、
12
の
書
簡
よ

り
執
筆
年
代
は
早
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

14　

淋
山
書
簡
田
中
月
歩
宛

　
　

白
梅
の
薫
風
普
天
同
輝
目
出
度
申
納
候
。
弥
御
安
康
御
超
歳
欣
慰
不
浅
奉
存

候
。
不
佞
無
為
致
加
齢
候
条
、
御
安
慮
可
被
下
候
。
然
ば
舊
臘
は
錦
書
被
下

忝
致
拝
誦
候
。
玉
詠
何
レ
も
面
白
く
感
吟
い
た
し
候
。
殊
又
摺
も
の
御
恵
ミ

毎
度
痛
入
申
候
。
且
①
阜
雄
・
好
山
御
両
君
江
別
帋
同
様
頼
上
候
。
余
は
期

永
陽
之
時
。
頓
首
。

　
　
　

正
月
十
七
日　
　
　
　
　

淋
山

　
　
　
　

月
歩
大
君

　
　

戸
を
あ
け
て
眼
鏡
は
づ
セ
ば
霞
哉

　
　

三
四
尺
雪
ほ
り
つ
め
て
五
形
哉

　
　

江
戸
百
と
い
ふ
に
も
馴
れ
て
春
の
雪

　
　

朝
な
夕
な
親
よ
り
子
よ
り
鉢
の
梅

　
　

盛
砂
の
門
を
く
ゞ
れ
ば
柳
か
な

　
　

な
ど
恥
入
斗
御
笑
評
可
被
下
候
。
御
鴻
便
に
御
佳
作
御
洩
し
可
被
下
候
。
以

上
。

　
　

①
阜
雄
―
会
津
塩
川
町
の
人
。
幼
名
浜
吉
。
通
称
斎
藤
直
右
衛
門
、
の
ち
猶

右
衛
門
と
改
め
た
。
呉
服
太
物
商
を
営
む
。
屋
号
は
吉
田
屋
。
除
風
庵
、

物
見
居
と
号
し
た
。
本
宮
の
塩
田
冥
々
と
交
流
し
、
そ
の
感
化
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
。
精
器
、
梅
二
、
半
岱
と
の
交
友
深
く
、
江
戸
の
春
湖
、
須

賀
川
の
清
民
、
越
後
の
乙
良
ら
と
よ
く
文
通
し
て
い
た
。
門
人
に
は
豊
島

松
圃
や
諏
訪
竹
圃
、
遠
藤
香
村
や
妻
マ
サ
も
そ
の
教
え
を
受
け
た
と
い

う
。
著
作
に
『
荻
日
集
』。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
秋
没
、
八
十
六

歳
。
追
善
集
『
圓
満
集
』（
大
正
十
四
年
曾
孫
月
雄
刊
）。『
星
の
林
』（
淋

山
編
）
に
「
夜
ざ
く
ら
や
ひ
と
り
〳
〵
に
散
か
ゝ
る　

阜
雄
」
が
入
集
す

る
。

　

本
書
簡
の
執
筆
年
代
は
未
詳
だ
が
、
文
字
に
は
勢
い
が
あ
り
、
晩
年
の
も
の
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

結　

語

　

今
回
紹
介
し
た
淋
山
書
簡
十
三
通
、
国
村
書
簡
一
通
と
淋
山
関
係
俳
諧
資
料
の

調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
項
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

出
羽
の
俳
僧
淋
山
は
、
遅
く
と
も
文
化
四
年
に
は
武
蔵
蒲
生
に
訪
れ
て
お
り
、

文
化
十
二
年
ま
で
滞
在
し
た
。
そ
の
間
九
年
以
上
は
千
住
の
建
部
巣
兆
に
師
事
し

て
お
り
、
巣
兆
の
編
著
、
月
並
に
熱
心
に
投
句
し
続
け
て
い
た
。
淋
山
が
出
羽
に

帰
郷
す
る
に
あ
た
っ
て
刊
行
し
た
『
浮
織
集
』（
文
化
十
二
年
）
は
、
師
の
巣
兆

が
晩
年
に
企
画
し
て
い
た
趣
向
を
活
か
し
て
巣
兆
の
序
文
を
掲
げ
て
編
集
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
文
化
十
四
年
に
出
羽
国
本
道
寺
の
住
職
と
な
っ
た
淋
山
は
寺
務
繁
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多
な
状
況
の
中
、
本
道
寺
の
使
僧
清
林
坊
ら
を
介
し
て
会
津
高
田
の
田
中
月
歩
、

喜
多
方
の
関
本
如
髪
ら
と
親
交
し
た
。
陸
奥
に
根
を
下
ろ
し
た
俳
僧
淋
山
は
、
文

政
期
に
は
武
蔵
蒲
生
在
住
時
代
か
ら
親
し
い
巣
兆
の
高
弟
高
橋
国
村
を
出
羽
に
迎

え
た
。
国
村
は
巣
兆
追
善
集
『
曾
波
可
理
』（
文
化
十
四
年
）
刊
行
後
、「
巣
兆
自

筆
日
稿
」（
未
見
）
を
持
参
し
て
出
羽
本
道
寺
の
淋
山
を
訪
れ
、
文
政
元
年
か
ら

数
年
間
（
当
初
六
、
七
年
滞
在
予
定
）
出
羽
に
滞
在
し
た
。
文
政
九
年
、
巣
兆
十

三
回
忌
追
善
集
『
星
の
林
』
を
刊
行
し
た
淋
山
は
、
国
村
か
ら
借
り
た
「
巣
兆
自

筆
日
稿
」
か
ら
抄
出
し
た
巣
兆
の
独
吟
半
歌
仙
を
同
書
の
巻
頭
に
掲
げ
、
国
村
ら

と
追
悼
次
韻
を
巻
い
た
。
江
戸
の
三
大
家
と
し
て
建
部
巣
兆
が
今
日
も
名
高
い
の

は
、
淋
山
が
出
羽
に
移
っ
て
も
な
お
追
善
集
を
刊
行
す
る
な
ど
の
顕
彰
活
動
を
実

施
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
一
助
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
会
津
の
月

歩
は
文
政
十
一
年
に
俊
才
大
屋
士
由
を
迎
え
た
喜
び
を
淋
山
に
伝
え
る
な
ど
、
淋

山
書
簡
に
よ
っ
て
、
文
政
期
陸
奥
俳
壇
の
様
子
が
一
部
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
後
、
田
中
文
庫
所
蔵
書
簡
群
の
解
読
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
世
後

期
に
お
け
る
東
日
本
俳
壇
の
実
態
を
更
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〔
注
釈
〕

（
１
）　

『
東
北
・
北
海
道
俳
諧
史
の
研
究
』
井
上
隆
明
著　

二
〇
〇
三
年　

新
典
社

　

一
八
二
〜
一
八
四
頁

（
２
）　

拙
稿
「
化
政
期
会
津
俳
人
の
西
国
旅
行
―
『
関
本
如
髪
集
成
染
筆
帖
』
を
中

心
に
」『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
四
二
号　

二
〇
二
二
年

（
３
）　

『
俳
人
藤
森
素
檗
全
集
』
矢
羽
勝
幸
・
二
村
博
編
著　

一
九
九
八
年　

信
濃

毎
日
新
聞
社　

四
五
頁

（
４
）　

『
福
島
縣
俳
人
事
典
』
矢
部
榾
郎
編　

一
九
五
五
年　

福
島
縣
俳
人
事
典
刊

行
会　

一
一
〇
頁

（
５
）　

「
大
屋
士
由
年
譜
稿
」
氣
多
恵
子　

二
〇
〇
二
年　

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人

間
文
化
研
究
年
報
』
第
二
十
六
号

〔
付
記
〕

　

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
会
津
美
里
町
の
天
野
セ
イ
子
・
天
野
美
和
子
両
氏

に
は
、
田
中
文
庫
の
俳
人
書
簡
資
料
調
査
、
翻
刻
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
ご
快
諾
い

た
だ
き
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
科
研
費
（
基
盤
研
究
⒞
課
題
番
号23K

00299

）
の
研
究
助
成
に
よ
る

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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